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四面体OABCにおいて，ベクトル−→
OA，−→

OB，−→
OCは互いに垂直であるとする。点O

から三角形ABCを含む平面に垂線 ℓを引き，その平面と ℓとの交点をHとする。この
とき

(1)
−→
AB ·

−→
CH =

−→
BC ·

−→
AH = 0を示せ。

さらに AC = 2，BC = 3とする。また 2点 A，Hを通る直線と辺 BCとの交点を D
とするとき，点 Hは線分 ADを 2 : 1の比に内分しているとする。このとき以下の各問
いに答えよ。

(2)
−→
CH = α

−→
CA+ β

−→
CBとなる定数 α，β を求めよ。

(3) 辺 ABの長さを求めよ。

(4) 四面体 OABCの体積を求めよ。


